
第３学年算数科学習指導案

平成 １ ６ 年 １ ０ 月 ５ 日 （ 火 ） 第 １ 校 時

３年２組（男子１７名、女子１５名、計３２名） 
指導者 Ｔ１：高橋 浩司、Ｔ２：高橋 真大

１ 単元名 かけ算のしかたを考えよう

２ 単元について

⑴ 児童の実態

子供たちは２学年では乗法九九を学習し、３学年でも第１単元で０の乗法や１０の段のかけ算などについ

て学習してきた。ここでは、それらの学習をもとにして、何十、何百×１位数の計算や、２，３位数×１位

数の筆算のしかたについての理解を図る。 
九九については、ほとんどの子供が正しく唱えることができるが、７、８の段でつまずきがみられる子供

もいる。第１単元の「九九を見直そう」では、乗法について成り立つ性質や決まりについてもほとんどの子

供が学習内容の９割程度を理解していた。

学習意欲が高く自力解決できる子供もいる反面、自力解決が難しく支援が必要な子供もいる。そのため、

少人数指導の形態を工夫し、個々の学習状況に応じた指導をしてきた。

学び合いについては、ペア学習や３～４人のグループ学習、その他に理解の程度に合ったグループでの学

び合いを実践している。その中で相手の考えに触れることにより、考えを深めたり、解決へつなげたりでき

るようになってきている。また、振り返りでは視点に沿った学習のふり返りができるようになってきている。

⑵ 単元のあらまし

本単元は筆算形式による２，３位数に1位数をかける乗法計算のしかたについて理解し、それを用いる能
力を伸ばすことがねらいである。

第１小単元ではまずかけ算九九の空欄の数（１１×１、１１×２、１１×３・・・）の求め方を考える活

動を通して被乗数の数範囲を拡張した乗法への興味・関心を高める。次に、２０×３、３００×５など（何

十、何百に１位数をかける計算）の計算に帰着させて計算する方法について取り上げる。

第２小単元では２位数×１位数の計算の考え方、筆算のしかたについて学習する。まず既習の何十にいく

つをかける場面との比較で２位数×１位数の問題の場面を提示する。テープ図などを用いたり、ことばの式

にまとめたりして立式させ、答えの見積もりをさせる。問題を解決する際に、分配法則（a×(b＋c）=a×b
＋a×c)の考えをその図解と対比させて、計算の原理を考えるとともに、原理の理解に基づき筆算形式を導入
し、計算の考え方と手順とを結び付けていく。

第３小単元は、乗法意味の拡張、３位数に１位数をかける計算の理解とその筆算形式の理解の３つの内容

で構成されている。提示される問題は買い物の場面で、児童にとって分かり易い。その場面をテープ図、こ

とばの式に表し、答えを予想させる。既習の２位数×１位数をもとにして、類推的に計算方法を考えさせて

いく。

第４小単元は、具体的な場面を背景にして、結合法則が成り立つことを理解させる。

その後、第１３単元「かけ算のひっ算（２）」ではかける数が２位数のかけ算の筆算の学習へと発展してい

く。 



⑶ 指導にあたって

第１小単元では、何十、何百×１位数の計算も既習の乗法九九を使えば簡単に答えが求められることに気

付かせ、瞬時にできるようにさせたい。

第２小単元では、２位数×１位数の計算のしかたを考え、そこから筆算形式の指導に結びつける。既習で

あればどんな方法でも良いという自由な雰囲気の中で自力解決させ、友達が考え出したいくつかの方法を検

証し、できるだけ児童自身が分配法則を使うよさに気づかせたい。

第３小単元では、３位数×１位数については、２位数×１位数の発展として、順次既習の筆算のしかたか

ら類推的に導くようにする。桁数が１つ増えただけで、原理・手順は２位数×１位数とまったく同じである

ことを理解させたい。

第４小単元では結合法則を取り上げるが、買い物などの具体的な場面を背景にして、その意味がとらえら

れるようにしたい。

本時では、前時での２位数×１位数の繰り上がりのない計算のしかたの学習をもとに、学習を進める。加

法の繰り上がりに慣れてきている児童は、乗法も同じように処理する間違いが予想されるため、乗法での繰

り上がりは、上の位の計算をした後にその部分積に繰り上げた数を足すことを明確に理解させるようにする。

つまずいた場合には「OK牧場」にて部分積の省略がない筆算形式立ち戻らせるなど常に筆算形式の仕組み
を思い出させるようにする。

学級の実態として既習の知識や考え方を使いながら自力で問題を解決できる子供もいれば、自力で解決の

ための糸口をつかむことが難しい児童もおり個人差が大きい。この学習状況に柔軟に応じ、その子供なりの

学習の適性に応じる指導・支援を工夫する必要があるためティーム・ティーチングを行う。 
※ 本単元における具体的な手立て

三つの手立て 具体的な取り組み 
意欲を高める指導

の工夫

・ 児童が意欲を持って課題解決に取り組めるように、学習課

題を「算数の神様からの指令」という形で提示する。
１

学習への意

欲と見通し

をもたせる

導入の工夫
既習事項の確認

・ 前時までの学習が分かり、本時の学習の手がかりとなるよ

うに、教室内に算数コーナーの掲示を行う。 

学習形態の工夫

・ 自分の考えに自信を持たせたり、友だちのよいところに気

づかせたりするために３人でのグループ学習を取り入れる。

・ 「ＯＫ牧場」では自力解決の難しい児童の支援を行う。 
２

学び合いを

充実させる

ための工夫
より良い考えを練

り上げていくため

の工夫

・ グループでの学び合いの中で「正しく、はやく、 かん

たんに」の３つの視点から誰の考えがより良いのかを検討さ

せる。

３ 振り返りの

工夫

自己評価の充実 ・ ４つの内容（自分のこと、友だちのこと、難しかったこと、

やってみたいこと）を提示しそれに関わる振り返りを記述さ

せる。

・ 単元学習の積み上げカードを用いて単元の流れを理解させ

る。 



３ 単元の目標

○ 筆算形式による２，３位数に１位数をかける乗法の計算のしかたについて理解し、それを用いる能力をの

ばす。

４ 評価規準

(1) 第3学年「Ａ数と計算」の評価規準
算数への関心・意欲・態

度

数学的な考え方 数量や図形についての

表現・処理

数量や図形についての

知識・理解

整数の意味の表し方、整

数の四則計算にかかわ

る知識や技能の有用さ、

及びそれらの性質や関

係を調べたり筋道を立

てて考えたりすること

の楽しさや良さに気付

き、進んで生活に生かそ

うとする。

整数の意味、表し方や整

数の四則計算にかかわ

る算数的活動を通して、

数学的な考え方の基礎

を身に付け、事象につい

て見通しをもち筋道を

立てて考える。

十進位取り記数法によ

り整数を表すことがで

きるとともに、整数の四

則計算が確実にでき、そ

れらを適切に用いるこ

とができる。

整数の表し方について

の理解を深め、整数につ

いての感覚を豊かにす

るとともに、整数の四則

計算の意味を理解して

いる。

(2) 単元の評価規準
関心・意欲・態度 数学的な考え方 表現・処理 知識・理解

・筆算形式による２，３

位数×１位数の計算

のしかたを、既習の乗

法計算のしかたをも

とに考えようとする。

・筆算形式による２，３

位数×１位数の計算

のしかたを、数の構成

や十進位取り記数法

をもとに考える。

・２，３位数×１位数の

計算を筆算で正確に

できる。

・乗法の結合法則を計算

に用いることができ

る。 

・２，３位数×１位数の

筆算のしかたを理解

している。

・乗法の結合法則を理解

している。



５ 指導計画（指導時数：１９時間）

時
〔形態〕

小単元 学 習 活 動 評 価 規 準

１・２

〔Ｔ．Ｔ〕

何十、何百

のかけ算

・九九表の空欄の数の求め方を考え

る。 
・２０×３の計算のしかたを考える。

・３００×５の計算のしかたを考え

る。 

(考)何十、何百×１位数の計算を、１
位数×１位数の計算をもとにして考

えている。

３・４

〔Ｔ・Ｔ〕

・２３×３の計算のしかたを模擬貨幣

を使ったり数操作をして考え、答え

を求める。

・筆算のしかたをまとめる。

(関)２位数×１位数の筆算のしかた
を既習の乗法九九などをもとに考え

ようとしている。

５

〔Ｔ・Ｔ〕

本時

・一辺１６ｃｍの正方形の周長を求め

る式を考え、その計算を筆算でする

しかたを考える。

(表)２位数×１位数（一の位の数との
部分積が２けた）の筆算ができる。

(知) ２位数×１位数（一の位の数と
の部分積が２けた）の筆算のしかた

を理解している。

６

〔２分割〕

・４２×３、５８×３の筆算のしかた

を考える。

・筆算のしかたをまとめる。

(表)２位数×１位数（十の位の数との
部分積が２けた、及び部分積がみな

２けた）の筆算ができる。

７

〔２分割〕

２けたの数

に１けたの

数をかける

計算

・２９×４や７５×４の筆算のしかた

を考える。

(表)２位数×１位数（部分積を加えた
ときに百の位に繰り上がりあり）の

筆算ができる。

(知)2位数×１位数の計算の仕方を理
解している。

８

〔２分割〕

・場面をとらえて立式し、３１２×３

の計算のしかたをかんがえる。

・筆算のしかたをまとめる。

(関)３位数×１位数の筆算のしかた
を、２位数×１位数の筆算をもとに

考えようとしている。

９

〔２分割〕

・３８６×２の筆算のしかたを考え

る。 
(表)３位数×１位数（一、十の位の数
との部分積が２けた）の筆算ができ

る。 
10 
〔２分割〕

３けたの数

に１けたの

数をかける

計算

・９３７×４、５３７×３の筆算のし

かたを考える。

(表)３位数×１位数（部分積がみな２
けた、及び部分積を加えたときに繰

り上がり）の筆算ができる。

(知)３位数×１位数の計算の仕方を
理解している。

11 
〔Ｔ．Ｔ〕

乗法の結合

法則

・場面をとらえ、代金の求め方につい

て考え、検討する。

・３口の乗法の式で表す。 
・３口の乗法の結合法則をまとめる。

(表)乗法２段階の式を１つの式に表
すことができる。

1２・13
〔習熟

度別〕

まとめ ・「れんしゅう」をする。

・「たしかめ」をする。

■〔チャレンジ〕答えの見当をつけて

計算する。

(表）２，３位数×１位数の計算がで
きる。

(関)既習事項を活用し、学習活動に取
り組もうとしている。



６ 本時の指導

⑴ ねらい

２位数×１位数（一の位の数との部分積が２けた）の筆算のしかたを理解し、その計算ができる。

⑵ 展 開

教師の指導・支援段

階
学 習 活 動

Ｔ１ Ｔ２ 
評 価

【手立ての評価】

つ

か

む

５

分

１ 既習事項を確認する。（導

入の工夫）

２ 問題の内容を把握する。

３ 課題を確認する。

・机間指導をする。

・正方形の特徴を意

識させ、分かって

いること、求める

ことを確認し、立

式させる。

・机間指導をする。

・繰り上がりのない

かけ算の筆算の

しかたを振り返

る。 
・机間指導をする。

・算数の神様からの

指令という形で

課題を提示し、意

欲を高める。

【算数の神様から

の指令という形

での課題提示は

意欲付けに効果

的だったか。】 
見

通

す

５

分

４ 解決の見通しを持つ。 
○ 答えの見当をつける

・ ４０より大きい

・ ８０より小さい

・ ４０～８０の間

○ 解決を考える。

・ 筆算

・ さくらんぼ計算

・ ひらごま計算

・ たし算

・答えの見当をつけ

させ、自力解決に

見通しを持てるよ

うにさせる。

・筆算で解いた場合

には他の方法で確

認し、筆算以外で

解いた場合は筆算

にチャレンジする

ように指示する。

・見当が難しい場合

は１０×４より

大きく２０×４

より小さいこと

に気づかせる。

・解決の見通しを持

てない児童にヒ

ントを与える。

確

か

め

る

５ 自力解決する。

○ それぞれの見通しをも

とに課題解決に取り組

む。 

６ 学び合いをする。

（学び合い） 
○ ３人学びをする。

・ 自力解決をもとに３人

 
・机間指導をする。

・話し合いの中で意

見がまとまったグ

ループを確認す

・筆算でも違う方法

でも考えつかな

い場合は部分積

の省略がない筆

算で解けるよう

にヒントを与え

る。 

・グループの間に入

り話を聞き、必要

であれば助言を

【「OK牧場」は自力
解決の手立てと

して有効だった

か。】 

１つの辺が１６ｃｍの正方

形のまわりの長さは何ｃｍ

ですか。

１６×４のひっ算のしかたを考えよう。



20
分

グループで考えを伝え

合い、筆算の仕方につい

て考える。

○ 全体発表をする。

・ 全体で解決方法を発

表し合う。 

る。 

・発表者のそばにい

きグループで説明

に困った時には助

言する。

する。

・説明で分かりにく

い所は発表者に質

問し、理解を深め

る。 

【学習形態の工夫

は学び合いを進

める上で有効的

だったか。】 
ま

と

め

る

10
分

７ 学習のまとめをする。

８ 類似問題を解く。 
⑴２８×３ 

９ 練習問題を解く。 
＊ 教科書の問題

⑵１４×７ ⑶２４×４

⑷１５×３ ⑸１２×８

⑹３５×２ 
＊ チャレンジ問題

⑴３８×２ ⑵２７×３

⑶１９×３ ⑷３７×２

⑸２６×３ ⑹１５×６

・計算の順序に気を

つけて計算させる。

・机間指導をする。

・個別指導を行う。

・自力解決が難しい

児童にＯＫ牧場

で一斉指導を行

う。 

(知)２位数×１位数
（一の位の数との

部分積が２けた）し

かたを理解してい

る。（ノート）

(表)２位数×１位数
（一の位の数との

部分積が２けた）の

筆算の計算ができ

る。（ノート）

振

り

返

る

５

分

10 本時の学習のふりかえり
をする。（振り返り） 

・今日の学習がよく

分かったかと、記

述による振り返り

をさせる。

・発表者の側に行き

安心感を与え、発

表に対しては賞賛

し次時への意欲付

けをする。

・発表者の側に行き

安心感を与え、発

表に対しては賞

賛し次時への意

欲付けをする。

【４つの内容を提

示した振り返り

は 有 効 だ っ た

か。】 
【学習積み上げカ

ードは次時の学

習への意欲付け

として有効だっ

たか。】 

１６

× ４

2

６４

くり上げる



⑶ 具体の評価規準

領 域 Ａ Ｂ Ｂに至らせるための手立て

知識・理解 ・自力解決の場面で 2位数×
１位数の計算のしかたを理

解している。

・類似問題（２８×３）の計

算のしかたを理解している。

・部分積の省略がない筆算形

式に立ち戻らせ、考えさせ

る。 
表現・処理 ・２位数×１位数（一の位の

数との部分積が２けた）の筆

算をおおむね正確に解くこ

とができ、かつチャレンジ問

題に取り組むことができる。

・２位数×１位数（一の位の

数との部分積が２けた）の筆

算を解くことができる。

・部分積の省略がない筆算形

式に立ち戻らせ、考えさせ

る。 

７ 板書計画



１

式

よ

⑷ 板書計画

０月５日(火)

１６×４＝６４

答え ６４ｃｍ

そう

答え・４０より大きい

・８０より小さい

・４０～８０

ほうほう ・ひっ算

・さくらんぼ計算

・ひらごま計算

・たし算

１つの辺が１６ｃｍの正

方形のまわりの長さは何

ｃｍですか。
２８

× ３

2
８４

練習問題

１ プリント

２ チャレンジ問

１６×４のひっ算のしか

たを考えよう。 １６

× ４

2
６４

児童の発表 １

児童の発表 ２
題

くり上がる



名前

① ２８ ② １４

× ３ × ７

③ ２４ ④ １５

× ４ × ３

⑤ １２ ⑥ ３５

× ８ × ２

９６ ９８ ７０ ６５ ８４

す い が さ な

○上の表を見て、暗号をかいどくしよう！

⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸ ⑹



名前

① ３８ ② ２７

× ２ × ３

③ １９ ④ ３７

× ３ × ２

⑤ ２６ ⑥ １５

× ３ × ６

９０ ７４ ８１ ７８ ７６ ５７

ね り つ だ ば ち

○上の表を見て、暗号をかいどくしよう！

⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸ ⑹



１６

× ４

… ６×４＝

…１０×４＝

２３

× ３

…３×３＝ 
…２０×３＝




